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こ
の
住
基
ネ
ッ
ト
の
全
部
稼

働
に
よ
り
、
引
っ
越
し
の
際
の

区
市
町
村
へ
の
届
け
出
が
簡
略

化
す
る
こ
と
や
、
自
分
の
住
民

票
の
写
し
を
全
国
ど
こ
で
も
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
住
基
ネ
ッ
ト
の
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
都
道
府
県
並
び

　

一
昨
年
の
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正

で
、
来
年
か
ら 
全 
て
の
住
民
に　

ケ
タ

す
べ

１１

の
番
号
が
付
け
ら
れ
ま
す
。
目
的
は
こ

の
区
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
通
り
で

す
が
、
私
は
昨
年
の
区
議
会
で
も
「
大

き
な 
危
惧 
を
感
じ
る
」
と
申
し
上
げ
て

き

ぐ

き
ま
し
た
。

　

ま
ず
『
全
国
ど
こ
で
も
住

民
票
の
写
し
が
取
れ
る
』
程

度
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
初
期
投

資
四
〇
〇
億
円
、
毎
年
の
経

費
二
〇
〇
億
円
も
の
税
金
を

か
け
て
実
施
す
る
必
要
性
が

あ
る
の
か
と
い
う
点
で
す
。
希
望
者
に

住
民
カ
ー
ド
も
配
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
自
治
体
か
ら
見
る
と
、
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人
と
い
な
い
人
の
両
方
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
不
効

率
で
す
。

　

今
回
は
ス
ム
ー
ズ
に
「
全
国
民
に
統

一
番
号
を
つ
け
る
」こ
と
が
主
目
的
で
、

い
ず
れ
法
改
正
を
し
て
、
こ
の
住
民
番

号
を
納
税
者
番
号
や
介
護
保
険
番
号
な

ど
他
の
用
途
に
も
広
げ
よ
う
と
い
う
の

な
ら
、
投
資
効
果
は
高
く
な
る
で
し
ょ

う
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
『
国
民
総
背

番
号
』
と
な
り
ま
す
。
一
枚
の
カ
ー
ド

で
す
べ
て
済
ん
で
し
ま
う
と
い
う
便
利

さ
と
同
時
に
、
他
人
に
そ
の
番
号
を
知

ら
れ
る
と
、
そ
の
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
個

人
情
報
が
そ
の
番
号
ひ
と
つ
で
盗
ま
れ

る
と
い
う
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
社
会
に
は
、
個
人
を
識
別
す
る

番
号
が
不
可
欠
で
す
。し
か
し
そ
れ
は
、

年
金
番
号
や
納
税
者
番
号
な
ど
目
的
別

に
個
人
が
複
数
の
番
号
を
持
つ
べ
き

で
、
ひ
と
つ
の
番
号
に
統
一
す
る
こ
と

は
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め
に
も
、

絶
対
に
避
け
る
べ
き
で
す
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
と
私
有
財
産
を
大
切
に
す
る
こ
と

は
、
個
人
の
自
由
と
誇
り
を
守
る
源
泉

と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　

法
改
正
で
も
、
番
号
の
他
用
途
へ
の

拡
大
使
用
を
禁
じ
て
は
い
ま
す
。
し
か

し
そ
れ
も
い
つ
再
改
正
さ
れ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
現
に
政
府
税
調
で
は
、
納

税
者
番
号
と
の
統
一
化
が
議
論
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
法
は
法
」。
行
政
官
と
し
て
の
区
長

は
、
そ
の
執
行
の
義
務
を
負
う
の
は
当

然
で
す
。
し
か
し
執
行
ま
で
ま
だ
時
間

が
あ
る
の
で
、
国
会
決
議
に
基
づ
き
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く

た
め
、
私
の
抱
い
て
い
る 
危
惧 
も
含
め

き

ぐ

こ
の
法
律
の
趣
旨
を
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
ご
意
見
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

杉
並
区
長

「
自
由
と
誇
り
」
を

愛
す
れ
ば
こ
そ

に
総
務
大
臣
が
指
定
す
る
指
定

情
報
処
理
機
関
（
全
国
セ
ン
タ

ー
）
が
、
区
市
町
村
か
ら
集
ま

る
氏
名
・
生
年
月
日
や
新
た
に

付
番
さ
れ
る
住
民
票
コ
ー
ド

（　

ケ
タ
）
な
ど
の
住
民
情
報

１１
（
住
基
デ
ー
タ
）
を
管
理
し
、

国
の
機
関
や
区
市
町
村
な
ど
に

対
し
て
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
の
情
報
（
本
人

確
認
情
報
）
の
提
供
を
行
っ
て

い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
な
ど
の
住
基
デ
ー
タ
は
、
居

住
地
の
区
市
町
村
だ
け
が
管
理

し
て
き
ま
し
た
。
以
前
か
ら
、

杉
並
区
で
は
、
住
基
デ
ー
タ
の

利
用
に
あ
た
っ
て
、
国
や
他
の

機
関
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
ば
か

り
で
な
く
行
政
内
部
の
活
用
に

際
し
て
も
、
個
人
情
報
保
護
条

例
に
基
づ
き
、
慎
重
に
対
応
し

て
き
ま
し
た
。
住
基
ネ
ッ
ト
で

は
、
新
た
に
住
基
デ
ー
タ
の
一

部
を
、
区
だ
け
で
は
な
く
東
京

都
や
指
定
情
報
処
理
機
関
も
保

有
・
管
理
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

今
回
は
、
区
民
の
大
切
な
個

人
情
報
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な

る
住
基
ネ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

住
基
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
意
見
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。（
３
面
）

平
成　

年
８
月
に
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
全
国
民
を
対
象
と
し
た
住
民
基
本

１１

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
、
い
わ
ゆ
る
住
基
ネ
ッ
ト
が　

年
８
月
か
ら
一
部
稼
働
し
、　

年
８
月
に
は
全
部
稼
働
す

１４

１５

る
予
定
で
す
。 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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―
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
記
録
係
へ
。

住
基

 
住
基 
ネネ
ッッ
トト

じ

ゅ

う

き

ご
存
じ

ご
存
じ
でで
すす
かか
？？
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〈２面もご覧ください〉

送られる情報（本人確認情報）

A氏名B生年月日C性別D住所E住民票コードF付随情報
（変更年月日、理由）

図２　区市町村と都道府県・
　　　全国センターを結ぶネットワーク

図１　全国の区市町村間を結ぶネットワーク

送られる情報

A氏名B生年月日C性別D続柄E戸籍の表示F住所G転出先
及び転出の予定年月日H住民票コードI国民健康保険の被保
険者である旨等J国民年金の被保険者種別等K児童手当の支
給を受けている旨L介護保険の被保険者である旨、など



杉並区役所@３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１
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　住民基本台帳には、区市町村の行政サービスの基盤として、個人の氏名・住所・生年月日・

性別・本籍地などのほかに国民健康保険や国民年金等の情報が掲載されています。

　この情報は、国民健康保険や国民年金の加入の有無、児童手当の受給資格の有無など、住民

の利便を増進するため活用しています。

　新たに構築される「住基ネット」は、大きく分けて２つのシステムになっています。

住民基本台帳カードを持参の場合は、Ｂ市への転入時の手続き

の際、Ａ区で発行される転出証明書の添付が不要になります。

ただし、Ａ区へは現在と同様に郵送などによる届出が必要です。

引っ越したときの手続きは？引っ越したときの手続きは？
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　現在、住民基本台帳の事務処理システムは、区市町村がそれぞれ独立し

て管理・運営しています。住基ネットでは、全国の区市町村間を通信回線

で結び、転出入などのときに必要な情報をやりとりするようになります。

これにより、住民票の写しが全国どこでも取れたり、転入・転出の手続き

が簡略化されることになります。

　これらのサービスを受けるときには、住民基本台帳カードを利用します。

このカードは、住民の方からの申請によって区市町村が発行するＩＣカー

ドです。条例で定めることにより、印鑑登録証明、福祉サービス、体育館

利用などのサービス提供としても活用できます。
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　このシステムを利用できる行政事務は、法律により限定されています。　

このシステムの運営では、各区市町村が保有する情報のうち「氏名、住所、

生年月日、性別」の４項目と「住民票コード」を加え、都道府県および総務

大臣が指定する指定情報処理機関（全国センター）がそれぞれ管理するよ

うになります。

　全国センターで管理する情報は、行政機関などに提供されます。それに

より各種資格の申請や受験などの行政手続きの際に、住民票の写しをとっ

たり、証明を受けに行く必要がなくなります。
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１　住基ネットで管理される本人確認情報は、法律に規定された目的以外で

利用することが禁止されています。

２　区市町村長、都道府県知事、及び指定情報処理機関は、本人確認情報に

ついて、 漏洩 の防止など適切な措置を講じなければなりません。
ろうえい

３　区市町村等（情報の受領者である関係機関も含みます。）の関係職員は秘

密保持義務が課されています。

４　会社など住民票コードの利用権限を持たないものが、住民票コードにつ

いて告知することを要求してはいけません。

　　また、会社などが住民票コードの記録されたデータベースを構成するこ

とも禁止されています。違反した場合、都道府県知事は中止の勧告・命令

をすることができます。これに従わない場合は罰則が科されます。

５　本人確認情報の秘密保持義務に違反した者は、通常より重い罰則が科さ

れます。

６　理由の如何を問わず自分の住民票コードを変更することができます。
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�

①恩給等の支給　 ②公務災害・通勤災害に対する補償 　③児童扶養手当の

支給　④建設業の許可　⑤宅地建物取引業の免許　⑥建築士の免許　⑦不

動産鑑定士の登録　⑧第一種旅行業の登録　⑨宅地建物取引主任者資格の

登録　⑩一般旅券の記載事項の訂正等、などの事務

本人確認情報を利用・提供する国・都道府県等の事務

　現在、住基ネットの稼働のための準備作業が全国的に進められていま

すが、杉並区は、住基ネットの取り扱いについて、以下の理由により慎

重に対処しているところです。

１　個人情報の保護が完全か、十分確認する必要があると考えています。

情報を管理するところが増えれば、それだけ情報が 漏洩 する可能性は、
ろうえい

高まります。

　また、ハッカーによるコンピューター侵入の可能性などの心配もあ

ります。区民から信頼を受け情報を管理している区にとって、住基ネ

ットは個人情報の保護を図ることができるシステムかを明確にして行

くことが責務と考えています。

２　住基ネットの目指す目的・効果が不明確であり、将来、住民票コー

ドの下に様々な個人情報が収集・管理されるのではないかとの心配が

あると考えています。

　本人確認情報を利用することができる国などの事務は、区民にとっ

て馴染みのあるものは少なく、対象者も限られています。住基ネット

が一般の区民にとって利便性が増すシステムか疑問です。また、将来、

住基ネットを利用することができる国などの事務が拡大し、その結果

として、様々な個人情報が住民票コードの下に一元的に管理されるよ

うになるのではないかとの心配があります。

３　システムをつくり、そして運用するための費用がかかり過ぎるので

はないかと考えています。

　区は、財政状況が厳しい状況にあります。これを改善するため、積

極的に行財政改革に努めているところです。住基ネットでは、区民や

区も受けるメリットはありますが、それを考慮してもシステムをつく

るための費用や、住民基本台帳カードを作成するなどの運営費用が大

きく、区民負担が増えるのではないかとの心配があり、これを解消し

て行く必要があります。

☆杉並区の取り組みについて
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�
　

今
年
度
は
、
子
ど
も
の
育
ち

を
支
え
る
地
域
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
、
三
つ
の
テ
ー
マ
を
通

し
て
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の

ま
と
め
と
し
て
、「
子
ど
も
の
社

会
力
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
集
い

語
り
ま
し
ょ
う
。（
区
後
援
）

　

【
月
日
】
２
月　

日
º
【
時

１７

間
・
内
容
】
左
表
の
と
お
り

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）【
対
象
】
大

２２

３２

冒
険
遊
び
、
地
域
調
べ
、

引
き
こ
も
り
・
不
登
校

―
み
ん
な
で
語
ろ
う
―

催
し

　記入後、太線に沿って切り取

り、のりづけして２月２８日πま

でにポストに投かんしてくだ

さい（切手は不要です）。

　ご意見は、このほか、手紙・

はがき・ファクス（ＦＡＸ３３１２‐

９９１２）でも受け付けています。

住住民民基基本本台台帳帳
ネネッットトワワーーククシシスステテムム

にに関関すするる

皆皆ささんんののごご意意見見をを
おお寄寄せせくくだだささいい

〈冒険遊び・地域調べ・引きこもり・不登校―みんなで語ろう〉

内　　容時　間

《テーマ別ディスカッション》
その１＝冒険遊び場づくりから
　　　～子どもの遊びと大人の役割

話題提供：吉田　阿津子さん
その２＝地域を調べる取り組みから
　　　～学校を拠点に子どもとおとなの協働

話題提供：山田　清さん
その３＝引きこもり・不登校についての学習会から
　　　～豊かなつながりをつくる力は家族・家庭を開くことから

話題提供：荒川　紀美江さん

午後１時３０分
 ���� ～３時３０分

《シンポジウム》
テーマ「子どもの社会力を育てる」
コーディネーター＝岩波新書「子どもの社会力」著者
　　　　　　　　　門脇厚司さん
パネラー＝ＮＰＯニュースタート事務局代表　ニ神能基さん

ほかテーマ別ディスカッション話題提供者のみな
さん

午後４時～６時

《交流会》
杉並の子どもたちのことについて、意見交流しましょう午後６時～

の り し ろ �

の り し ろ �

の り し ろ �

の り し ろ �

の

り

し

ろ

�

の

り

し

ろ

�

①住基ネットをご存じでしたか？�

②ご意見を自由にお書き下さい�

１　知っていた　　２　知らなかった�

１と答えた方…どこでお知りになりましたか？�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

●往復ハガキの場合は返
信用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

A行事名
B住所
C氏名（フリガナ）
D年齢
E性別
F電話番号

（１人１枚）

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
興
味
の
あ

る
方
【
定
員
】
一
〇
〇
名
程
度

【
参
加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
全
国
子
ど

も
会
連
合
会
・
わ
れ
ら
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
森
内
@
３
３
９
５
‐

０
３
３
２
へ
。

�
　

ふ
だ
ん
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
リ
ハ
ー
サ

ル
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
¥
午
後

１２

１
時
〜
２
時（
０
時　

分
開
場
）

４５

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）【
出
演
】
指

２２

３２

揮
＝
広
上
淳
一
／
管
弦
楽
＝
日

本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

日
本
フ
ィ
ル
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

団
【
曲
目
】
ビ
ゼ
ー
＝
「
ア
ル

ル
の
女
」
第
一
・
第
二
組
曲

【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
・
交

流
課
へ
。

※
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

�
　

す
ぎ
の
き
生
活
園
・
け
や
き

生
活
園
で
は
、
毎
年
恒
例
の
杉

実
祭
を
開
催
し
ま
す
。
両
施
設

の
活
動
を
紹
介
し
、
皆
さ
ん
と

の
交
流
の
場
に
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
º
午
前

１０

　

時
〜
午
後
３
時　

分【
会
場
】

１０

３０

す
ぎ
の
き
生
活
園
（
井
草
３
―

　

―　

）、
け
や
き
生
活
園

１８

１４

（
井
草
３
―　

―　

）【
内

１８

１９

容
】
利
用
者
が
日
ご
ろ
の
活
動

の
中
で
作
っ
た
作
品
の
展
示
・

即
売
、
バ
ザ
ー
、
古
本
・
古
着

市
、
焼
い
も
販
売
、
ゲ
ー
ム
、

模
擬
店
、
喫
茶
な
ど【
入
場
料
】

無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
各
生
活
園

（
す
ぎ
の
き
@
３
３
９
９
‐
８

９
５
３
／
け
や
き
@
３
３
０
１

‐
４
１
６
０
）
へ
。

�
　

親
子
体
操
で
楽
し
く
シ
ェ
イ

プ
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う

　

【
日
時
・
内
容
】
▽
乳
児
編

（
０
歳
児
親
子
）
＝
２
月　

日
１６

ª
・
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
柔

軟
体
操
▽
幼
児
編
（
１
〜
３
歳

杉
実
祭

リ
ズ
ム
に
の
っ
て

楽
し
く
親
子
体
操

児
親
子
）
＝
２
月　

日
ª
・
親

２３

子
体
操
、
リ
ズ
ム
運
動
／
い
ず

れ
も
時
間
は
午
後
１
時　

分
〜

３０

３
時
【
会
場
】
高
井
戸
保
健
セ

ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―　

―
２０

３
）【
講
師
】
Ａ
Ｆ
Ａ
Ａ　

Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
・
斎
藤
な
み
ゑ
さ
ん
【
定

員
】
各
二
〇
組【
参
加
費
】無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
保
健
セ
ン
タ
ー
@
３
３

３
４
‐
４
３
０
４
へ
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。

※
当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

�
　

【
日
時
】
２
月　

日
º
〜　

１０

１８

日
∂
午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

（
初
日
午
後
１
時
〜
、
最
終
日

午
後
４
時
ま
で
・
区
後
援
）【
会

場
】ハ
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー（
高

井
戸
東
３
―　

―
７
）
お
よ
び

１１

東
京
ゴ
ル
フ
専
門
学
校
（
教
場

　

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
）【
内
容
】
ゴ

２１ル
フ
用
品
用
具
・
日
用
家
庭
用

品
の
即
売
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ

ベ
ン
ト
（
競
技
会
・
レ
ッ
ス
ン

会
ほ
か
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
バ
ザ
ー
実

行
委
員
会
@
３
３
３
４
‐
７
１

１
１
へ
。

�
　

２
月
は
、
高
血
圧
症
、
高
脂

血
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
予
防
と
花
粉
症
対
策
に
つ

い
て
パ
ネ
ル
な
ど
を
使
っ
た
展

示
を
行
い
ま
す
。

　

【
時
間
】
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時
（
土
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
）【
会
場
】
杉
並
保
健

所
（
荻
窪
５
―　

―
１
）

２０

　

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
計
画

課
へ
。

�
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
善
意
を

社
会
福
祉
へ

e２
月
の
杉
並
保
健
所

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

行行 事事
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�
　

地
域
に
お
け
る
福
祉
や
児
童

問
題
の
相
談
役
と
な
っ
て
い
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
大
会

を
開
催
し
ま
す
。（
区
共
催
）

　

【
日
時
】
２
月
６
日
∏
午
後

１
時　

分
開
演
（
１
時
開
場
）

３０

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）【
内
容
】
①

２２

３２

式
典
②
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
よ
る
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ラ
ス

「
杉
並
区
歌
」
な
ど
③
研
修
発

表
④
講
演
＝
作
家
・
ね
じ
め
正

一
さ
ん
【
定
員
】
八
〇
名
（
先

着
順
）【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
係

へ
。

※
手
話
通
訳
が
つ
き
ま
す
。

�
　

【
日
時
･
内
容
】
左
表
の
と

お
り
【
集
合
場
所
】
上
井
草
保

杉
並
区
民
生
委
員
・

児
童
委
員
大
会

�
は
つ
ら
つ
と
生
き
る
た
め
に

善
福
寺
公
園
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
気
功
を

e〈はつらつと生きるために〉

講　師内　容日　時

保健センター
栄養士・歯科衛生士
「ヘルシーウォー気
ング」、「太気会」メン
バー　

・健康寿命とは
・善福寺公園でウォ
ーキングと気功を①

２月１３日∏

午前９時３０分
～正午

・歯と健康づくり
・善福寺公園でウォ
ーキングと気功を②

　　２０日∏

午前９時３０分
～正午

〈高井戸健康大学〉

講　師内　容会　場日　時

消費生活
コンサルタント
小杉　啓子

○現代食生活事情
ー加工食品の注意す
る点、賢い利用のし
かたなど

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）

２月２２日∫

午前１０時
 ��� ～正午

運動指導士　
大神田　伊曽美

○日頃の運動不足の
解消法
ー家でも簡単にでき
る運動

高井戸地域区民セン
ター体育室
（高井戸東３‐７‐５）

３月１日∫

午前１０時
 ��� ～正午

高井戸保健センター
栄養士

○ひとりになっても
大丈夫クッキング
ー料理が苦手な人で
も手軽に作れる料理
の紹介

高井戸保健センター
　　６日∏

午前１０時
 ��� ～正午

úさわやか福祉財団
社会参加システム
推進担当
 ���� 中村　延夫

５０歳からの生活を楽
しく過ごすために高井戸保健センター

　　１４日π

午後１時３０分
～３時３０分

▲ねじめ正一さん

料金受取人払�

差出有効期間�
平成13年 3 月�
　7 日まで　　�

杉並局承認�

3500

（切手不要）�

１６６８７０１ 

杉並区阿佐谷南1―15―1�
杉並区役所 

行�戸籍住民課
 〒　　　-　　　            　（　　　　　　　方）
 杉並区

住所

氏名

（　　）歳代年代男・女性別

@

（なるべくご記入ください）

郵 便 書 簡

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

健
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草
３
―
８

―　

）【
対
象
】
区
内
在
住
・
在

１９
勤
の
方
【
定
員
】
三
〇
名
【
参

加
費
】
無
料
【
備
考
】
運
動
の

で
き
る
服
装
・
運
動
靴
で

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
同
保
健
セ
ン
タ
ー
@
３

３
９
４
‐
１
２
１
２
へ
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

��
　

ア
イ
ピ
ロ
ー
、
ロ
ー
ズ
ジ
ャ

ム
作
り
、
ポ
プ
リ
栽
培
な
ど
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
３
月
６
日
∏
・
７

日
π
・　

日
∏
・　

日
π
の
い

１３

１４

ず
れ
も
午
後
１
時
〜
３
時
【
会

場
】
障
害
者
福
祉
会
館
【
講
師
】

乙
二
紀
代
美
さ
ん
【
対
象
】
区

内
在
住
の
障
害
者
と
そ
の
家
族

お
よ
び
介
助
者
の
方
【
定
員
】

一
五
名
【
参
加
費
】
四
〇
〇
〇

円
（
教
材
費
）【
持
ち
物
】
筆
記

用
具
、
裁
縫
用
具
（
糸
、
針
、

は
さ
み
な
ど
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
配
慮
が
必
要
な
障
害
の
状
況

も
書
い
て
、
２
月　

日
（
必
着
）

１７

ま
で
に
障
害
者
福
祉
会
館
運
営

協
議
会
事
務
局
（
〒　

‐
０
０

１６８

７
２
高
井
戸
東
４
―　

―
５
）

１０

へ
。申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
務
局

@
３
３
３
２
‐
６
１
２
１
�
３

３
３
５
‐
３
５
８
１
へ
。

※
A
手
話
通
訳
が
つ
き
ま
す
。

B
一
般
の
交
通
機
関
の
利
用

が
困
難
な
方
は
、
リ
フ
ト
付

バ
ス
の
送
迎
が
利
用
で
き
ま

す
。
必
要
な
方
は
そ
の
旨
も

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

講
座
・

　

講
演

障
害
者
の
た
め
の

ハ
ー
ブ
＆
ポ
プ
リ
講
習
会

FAX

�
　

江
戸
時
代
か
ら
の
相
撲
の
歴

史
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
３
月
８
日
∫
午
後

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
高
齢
者

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
【
講
師
】

江
戸
東
京
博
物
館
館
長
・
竹
内

誠
さ
ん
【
対
象
】
区
内
在
住
の

　

歳
以
上
の
方
【
定
員
】
八
〇

６０名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
２
月　

日（
必
着
）ま
で
に

２４

同
セ
ン
タ
ー（
〒　

‐
０
０
７
２

１６８

高
井
戸
東
３
―
７
―
５
）へ
。申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
３
１
‐
９
２
１
１

へ
。

�
　

地
域
で
楽
し
く
い
き
い
き
過

ご
す
た
め
に
、
身
近
な
健
康
問

題
を
学
び
ま
す
。

　

【
日
時
・
内
容
・
会
場
】
右

表
の
と
お
り
【
対
象
】
区
内
在

�
高
齢
者
の
た
め
の
公
開
講
座

江
戸
の
大
相
撲

e高
井
戸
健
康
大
学

住
の
方
【
定
員
】
各
回
四
〇
名

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
@

３
３
３
４
‐
４
３
０
４
へ
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。　

�
　

ガ
リ
レ
オ
の
見
た
宇
宙
を
追

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
３
月
３
日
º
午
後

４
時　

分
〜
６
時　

分
【
会

３０

３０

場
】
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
【
対

象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
中
学
生
以
上
の
方
【
定
員
】

三
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
２
月　

日
（
消
印
有
効
）

１４

ま
で
に
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
３
３
清
水
３
―

１６７

３
―　

）
へ
。
申
し
込
み
多
数

１３

の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
９
６
‐
４
３
９
１
へ
。

�
区
民
科
学
教
室

初
め
て
の
天
体
望
遠
鏡
つ
く
り

―
紙
筒
望
遠
鏡
で
学
ぶ

天
文
と
光
の
科
学
―

e
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�▽
く
ら
し
イ
キ
イ
キ
講
座

体
に
い
い
！
野
菜
の
食
べ
あ
わ

せ
　

野
菜
は
、
単
体
で
食
べ
る
よ

り
他
の
食
べ
物
と
一
緒
に
食
べ

る
ほ
う
が
そ
の
野
菜
の
持
つ
薬

効
が
プ
ラ
ス
さ
れ
、
相
乗
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
野
菜

の
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
あ
わ
せ
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
π
午
後

２１

２
時
〜
４
時
【
講
師
】
消
費
生

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
阿
部
絢
子

さ
ん
【
会
場
】
消
費
者
セ
ン
タ

ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）

３６

【
定
員
】
五
〇
名
【
参
加
費
】

無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１３

に
消
費
生
活
課
（
〒　

‐
０
０

１６６

０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）

３６

e
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
講
座

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

▽
お
酒
と
健
康

　

百
薬
の
長
と
も
言
わ
れ
る
お

酒
。
飲
み
方
に
よ
っ
て
は
薬
に

も
害
に
も
な
る
お
酒
と
の
健
康

的
な
つ
き
あ
い
方
に
つ
い
て
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
本
酒
の
試
飲
も
あ
り
ま

す
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
ª
午
後

１６

６
時　

分
〜
８
時　

分
【
講

３０

３０

師
】
吟
醸
酒
研
究
機
構
世
話

人
・
高
瀬
斉
さ
ん
【
会
場
】
消

費
者
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１

―　

―
４
）【
定
員
】
五
〇
名

３６
【
対
象
】　

歳
以
上
の
方
【
参

２０

加
費
】
二
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
２
月
８
日
（
必
着
）
ま
で

に
消
費
生
活
課
（
〒　

‐
０
０

１６６

０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）

３６

へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

☆

　

い
ず
れ
も
問
い
合
わ
せ
は
、

消
費
生
活
課
@
３
３
１
４
‐
３

６
４
３
へ
。

�
　

【
日
時
】
２
月　

日
∫
午
前

１５

　

時
〜　

時　

分
（
区
後
援
）

１０

１１

３０

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）【
定
員
】
五
〇

２２

３２

名
【
参
加
費
】
三
〇
〇
円

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
õ
ス
コ
ー
レ
家
庭

教
育
振
興
協
会
・
長
久
保
@
３

３
９
８
‐
４
６
２
３
へ
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

※
託
児
あ
り
（
申
し
込
み
時
に

そ
の
旨
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
）。

�
母
親
講
座

お
母
さ
ん
、
子
供
の
心

が
見
え
ま
す
か
？

e

�
　

「
フ
ッ
素
」「
ム
シ
歯
菌
は

う
つ
る
」「
キ
シ
リ
ト
ー
ル
」

と
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
本
当
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
？

ム
シ
歯
予
防
を
本
気
で
考
え
て

見
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
∫
午
前

１５

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
荻
窪
保

１０健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―　

―
２０

１
）【
講
師
】
歯
科
医
師
・
倉
治

な
な
え
さ
ん
【
対
象
】
乳
幼
児

の
保
護
者
【
定
員
】
三
〇
名

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

同
セ
ン
タ
ー
@
３
３
９
１
‐
０

０
１
５
へ
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
。

※
当
日
の
計
測
は
、
あ
り
ま
せ

ん
。

�
育
児
講
習
会

今
日
か
ら
始
め
る

新
し
い
ム
シ
歯
予
防

―
ス
タ
ー
ト
は
０
歳
か
ら
―

e

〈杉並区さんあい公社　基礎介護講座〉

内　　容日　　時

○お年寄りのかかり易い病気と介護
〇健康状態のチェックポイント２月２６日∑

午前９時～午後４時
○介護方法と実習・１
体位交換、寝衣交換、移動、車椅子介助

○老いのこころ
〇みる立場、みられる立場等　　２７日∏ 

午前９時～午後４時 ○介護方法と実習・２
食事介助、清潔、排せつ介助、オムツ交換、
便利な介護用品について

＜ヘルシーセミナーパートⅡ＞

講　師内　容日　時

①センター栄養士
②センター歯科衛
生士

①さあ、ヘルシーダイエットを
始めよう
②１本でも自分の歯が大事

２月１６日ª

午前９時３０分
 � ～１１時３０分

健康運動指導士
鹿島　鈴香

ソフトエアロビクスに挑戦
～楽しく動いてさわやかな汗を
かく～

　　１９日∑

午前９時３０分
 � ～１１時３０分

①センター所長(
医師)
②健康推進課健康
運動指導士

①身体の変化から女性の健康づ
くりを考える
②気になる体脂肪をウォーキン
グでシェイプする

　　２６日∑

午前９時３０分
 � ～１１時３０分

センター栄養士ヘルシークッキング～若さと元
気を維持するための栄養学～

３月１日∫

午前９時３０分
 ��� ～正午

料理研究家
祐成　陽子

①こころのリフレッシュ～ハー
ブの香りを生活に～
②まとめ

　　２日ª

午前９時３０分
 � ～１１時３０分

※体脂肪チェックもできます。

〈いつまでも若々しく〉

会　場講　師内　容日　時

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）

都立中部総合精神
保健福祉センター
医師　　西村　徹

若々しい心は
元気の素

２月１９日∑

午前１０時～正午

西荻地域区民センター
（桃井４‐３‐２）

ウォーキング
研究所 � 駒崎　優

美しい歩き方を
学ぼう

　　２６日∑

午前１０時～正午

上井草保健センターイメージコンサル
タント � 森　萬代

身だしなみのコツ
～美しく輝いて生
きていくために～

３月１２日∑

午前１０時～正午

�
　
 
麗 
ら
か
な
春
の
ひ
と
と
き
、

う
ら

山
形
由
美
さ
ん
の
奏
で
る
美
し

い
フ
ル
ー
ト
の
調
べ
を
心
ゆ
く

ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
】
４
月　

日
ª
午
後

２０

６
時　

分
開
演
（
６
時
開
場
）

３０

【
料
金
】
指
定
席
三
〇
〇
〇
円

（
会
員
二
七
〇
〇
円
）、自
由
席

二
〇
〇
〇
円
（
会
員
一
八
〇
〇

円
）【
会
場
】
杉
並
公
会
堂
（
上

�
日
本
フ
ィ
ル

シ
ー
ズ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

「
春
」

e

荻
１
―　

―　

）【
出
演
】
指

２３

１５

揮
＝
小
林
研
一
郎
／
ソ
リ
ス
ト

＝
山
形
由
美
（
フ
ル
ー
ト
）

【
曲
目
】
ス
メ
タ
ナ
＝
交
響
詩

「
モ
ル
ダ
ウ
」、
マ
ス
ネ
＝
「
タ

イ
ス
の
瞑
想
曲
」、
ド
ボ
ル
ザ

ー
ク
＝
「
交
響
曲
第
八
番
」
ほ

か
【
発
売
開
始
】
２
月
９
日
午

後
１
時

▽
日
本
フ
ィ
ル
シ
ー
ズ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
「
ロ
イ
ヤ
ル
シ
ー
ト
」

新
設
の
お
知
ら
せ

　

年
四
回
の
シ
ー
ズ
ン
コ
ン
サ

ー
ト
で
、
ご
希
望
の
席
を
専
用

シ
ー
ト
と
し
て
ご
用
意
い
た
し

ま
す
。
発
売
は
、「
春
」
の
コ
ン

サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
に
先
行
し
て

行
い
ま
す
。

　

【
発
売
開
始
】
２
月
２
日
午

前　

時
【
料
金
】
一
般
＝
一
万

１０

一
八
〇
〇
円
／
会
員
＝
一
万
六

〇
〇
円
（
い
ず
れ
も
指
定
席
一

人
年
四
回
分
）【
定
員
】
三
〇
名

限
定
（
一
人
二
席
ま
で
）

※
購
入
後
の
返
金
・
座
席
の
変

更
は
で
き
ま
せ
ん
。

�
　

海
外
の
文
化
を
よ
り
深
く
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ

の
国
の
秀
作
映
画
を
お
届
け
し

ま
す
。第
一
回
目
は
お
隣
の
国
、

韓
国
の
作
品
で
す
。

　

【
日
時
】
３
月
１
日
∫
昼
の

部
＝
午
後
３
時　

分
（
３
時
開

３０

場
）、夜
の
部
＝
午
後
６
時　

分
３０

（
６
時
開
場
）【
会
場
】
セ
シ

オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―
２２

　

）【
上
映
作
品
】
昼
の
部
／

３２「
神
様
こ
ん
に
ち
は
」
監
督
＝

ぺ
・
チ
ャ
ン
ホ
、
夜
の
部
／

「
ザ
・
コ
ン
タ
ク
ト
」
監
督
＝

�
海
外
シ
ネ
マ
サ
ロ
ン

「
韓
国
編
」

e

チ
ャ
ン
・
ユ
ン
ヒ
ョ
ン
【
入
場

料
】
一
回
券
五
〇
〇
円
（
昼
の

部
・
夜
の
部
い
ず
れ
か
）（
会
員

四
五
〇
円
）、
通
し
券
九
〇
〇

円
（
会
員
八
〇
〇
円
）【
発
売

開
始
】
２
月
２
日
午
後
１
時

☆

　

【
販
売
窓
口
】
日
本
フ
ィ
ル

シ
ー
ズ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
と
海
外

シ
ネ
マ
サ
ロ
ン
と
も
に
①
文

化
・
交
流
協
会
文
化
係
（
上
荻

３
―　

―
５
杉
並
会
館
２
階
）

２９

②
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
区
役

所
内
店
（
西
棟
二
階
）
／
い
ず

れ
も
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
は
除

く
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
③

各
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
／
開
館

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

【
問
合
せ
】
文
化
･
交
流
協
会

@
５
３
１
１
‐
７
０
３
５

※
「
ロ
イ
ヤ
ル
シ
ー
ト
」
は
、

A
の
み
の
扱
い
と
な
り
ま

す
。

▲山形由美さん

�
　

並
太
の
残
り
毛
糸
で
、
温
か

い
帽
子
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

簡
単
に
編
め
ま
す
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
º
午
前

１７

　

時　

分
〜
午
後
０
時　

分

１０

３０

３０

【
会
場
】
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば

高
井
戸
【
定
員
】
二
〇
名
【
参

加
費
】
三
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
２
月
９
日
（
必
着
）
ま
で

に
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

３
―
７
―
４
）
へ
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
ひ
ろ
ば

@
３
３
３
１
‐
４
３
６
０
へ
。

�
　

家
庭
で
の
介
護
方
法
の
基
礎

を
、
実
技
中
心
に
学
び
ま
す
。

　

【
日
時
・
内
容
】
右
下
表
の

残
り
毛
糸
で
帽
子
づ
く
り

�
ú
杉
並
区
さ
ん
あ
い
公
社

基
礎
介
護
講
座

e

と
お
り
【
会
場
】
杉
並
区
社
会

福
祉
会
館
四
階
会
議
室
（
阿
佐

谷
南
１
―　

―
７
）【
対
象
】
家

１６

族
を
介
護
す
る
た
め
に
学
び
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
地
域
の

助
け
合
い
の
た
め
に
学
び
た
い

方
【
定
員
】
二
〇
名
【
参
加
費
】

無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
２
月　

日
ま
で
に

１６

さ
ん
あ
い
公
社
た
す
け
あ
い
サ

ー
ビ
ス
課
@
５
３
０
６
‐
３
１

３
１
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
。

�
　

楽
し
く
学
び
な
が
ら
、
健
康

的
な
生
活
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
・
内
容
・
講
師
】
右

下
表
の
と
お
り
【
会
場
】
荻
窪

保
健
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０

１６７

５
１
荻
窪
５
―　

―
１
）【
対

２０

象
】
区
内
在
住
・
在
勤
で
健
康

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る　

〜　
２０

４０

歳
代
の
女
性
の
方
。
全
日
程
参

加
で
き
る
方
を
優
先
【
定
員
】

三
〇
名
【
参
加
費
】
五
〇
〇
円

（
食
材
料
費
な
ど
）

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
３

面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
、
欠
席

ヘ
ル
シ
ー
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ト
Ⅱ

の
予
定
日
が
あ
る
場
合
は
記

入
）
で
、
２
月
８
日
（
必
着
）

ま
で
に
同
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
保
健
セ

ン
タ
ー
@
３
３
９
１
‐
０
０
１

５
へ
。

※
若
干
名
の
託
児
が
あ
り
ま
す

の
で
、
希
望
者
は
お
子
さ
ん

の
氏
名
・
年
齢
（
○
歳
○
カ

月
）も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

�
　

糖
尿
病
、
糖
尿
病
境
界
域
と

言
わ
れ
た
方
、
肥
満
予
防
な
ど

に
関
心
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
ª
午
後

１６

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
和
泉
保

健
セ
ン
タ
ー
（
和
泉
４
―　

―
５０

６
）【
講
師
】
済
生
会
中
央
病
院

医
師
・
加
藤
清
恵
さ
ん
【
対

象
】
区
内
在
住
の
方
【
定
員
】

二
五
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
同
保
健
セ
ン
タ
ー

@
３
３
１
３
‐
９
３
３
１
へ
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

�
糖
尿
病
講
習
会

糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気

 

―
医
師
の
立
場
か
ら
―

e

�
　

【
日
時
・
内
容
・
会
場
】
左

表
の
と
お
り
【
対
象
】
区
内
在

住
・
在
勤
の
方
【
定
員
】
三
〇

名
【
参
加
費
】
無
料
【
持
ち

物
】　

日
は
、
室
内
用
運
動
靴

２６

を
お
持
ち
下
さ
い

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
@

３
３
９
４
‐
１
２
１
２
へ
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く

杉
並
区
文
化
・
交
流
協
会
の
催
し

問い合わせ主な内容日　　時審議会名審
議
会
の
お
知
ら
せ

地域活動推
進課

①（仮称）杉並区地域活動支援
計画②地域活動支援センター

午後
２時から

２月
７日π

杉並の地域活
動をすすめる
区民懇談会

課税課レジ袋税午後
６時から

２月
８日∫

杉並レジ袋税
調査会議

都市計画課
①東京都市計画市街化区域およ
び市街化調整区域の変更案②都
市計画公園の変更案、ほか

午後
２時から

２月
９日ª

杉並区都市計
画審議会

※日時は変更する場合があります。
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��
　

編
さ
ん
の
会
で
は
、
総
合
女

性
史
研
究
家
・
永
原
和
子
さ
ん

を
迎
え
て
区
政
七
〇
周
年
（
平

成　

年
）の
発
行
を
目
標
に
、杉

１４
並
区
で
暮
ら
す
女
性
た
ち
の
姿

を
地
域
女
性
史
と
し
て
編
さ
ん

す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

資
料
収
集
な
ど
を
手
伝
っ
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

【
募
集
人
数
】
九
名
【
活
動

期
間
】
約
二
年
【
応
募
方
法
】

２
月
１
日
〜　

日
（
月
曜
日
を

１５

除
く
）
の
間
に
、
男
女
平
等
推

進
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
５

１６７

１
荻
窪
１
―　

―
３
）
で
配
布

５６

す
る
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
２
月　

日
（
必
着
）

１６

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
フ
ァ

ク
ス
�
３
３
９
３
‐
４
７
１
４

杉
並
区
女
性
史
編
さ
ん
の
会

編
集
協
力
員

FAX
掲示板

で
の
申
し
込
み
も
可
。
応
募
多

数
の
場
合
は
、
書
類
選
考

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
９
３
‐
４
４
１
０

へ
。

�
　

【
勤
務
場
所
】
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
上
井
草
園
お
よ
び
高

齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

和
田
・
和
泉
・
松
ノ
木
・
永
福

ふ
れ
あ
い
の
家
【
業
務
内
容
】

看
護
婦
（
士
）
＝
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
健
康
管
理
な
ど
／

介
護
職
員
＝
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

特
養
利
用
者
の
介
護
な
ど
【
勤

務
時
間
等
】
詳
細
は
各
事
業
所

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

希
望
の
施
設
に
直
接
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
上
井
草
園

（
上
井
草
３
―　

―　

@
３
３

３３

１０

９
４
‐
１
０
９
４
）
／
和
田
ふ

れ
あ
い
の
家
（
和
田
３
―　

―
５２

４
@
３
３
１
２
‐
９
５
５
６
）

／
和
泉
ふ
れ
あ
い
の
家
（
和
泉

４
―　

―　

@
３
３
２
１
‐
４

４０

３１

８
０
８
）
／
松
ノ
木
ふ
れ
あ
い

の
家
（
松
ノ
木
２
―　

―
３
@

１４

３
３
１
８
‐
２
６
６
０
）
／
永

福
ふ
れ
あ
い
の
家
（
永
福
２
―

　

―　

@
３
３
２
７
‐
５
８
１

１４

２０

１
）
へ
。

�
　

【
勤
務
地
】
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
沓
掛
ホ
ー
ム
【
勤
務
内

容
】
利
用
者
の
看
護
業
務
【
応

募
条
件
】
看
護
婦
（
士
）
ま
た

は
准
看
護
婦
（
士
）
の
資
格
の

あ
る
方
【
募
集
人
員
】
常
勤
職

員
、
非
常
勤
職
員
お
よ
び
パ
ー

ト
職
員
各
若
干
名【
勤
務
時
間
】

早
番
＝
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

日
勤
＝
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

【
給
与
】
当
法
人
規
程
に
よ
る

非
常
勤
看
護
職
員
・

介
護
職
員

�
社
会
福
祉
法
人
え
の
き
会

看
護
職
員

e

　

申
し
込
み
は
、
沓
掛
ホ
ー
ム

（
〒　

‐
０
０
３
１
本
天
沼
３

１６７

―　

―　

）へ
履
歴
書
を
郵
送
。

３４

２８

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
施
設
@

３
３
９
５
‐
０
９
０
０
へ
。

�
　

障
害
者
の
集
会
施
設
で
、
勤

務
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▽
事
務
局
職
員

　

【
勤
務
時
間
】
一
日
八
時
間

（
午
前
８
時　

分
〜
午
後
９
時

３０

　

分
を
二
交
替
制
）、
月
一
六

３０日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
勤
務

あ
り
）【
報
酬
等
】
月
額
一
八
万

円
程
度
、
通
勤
手
当
、
有
給
休

暇
、
社
会
保
険
あ
り

▽
事
務
補
助
員

　

【
勤
務
時
間
】
一
日
四
〜
五

時
間
程
度
（
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
９
時　

分
を
三
交
替

３０

制
）、
週
二
〜
三
日
程
度
（
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
勤
務
あ
り
）

【
報
酬
等
】
時
給
一
〇
〇
〇
円

程
度
、
通
勤
手
当
、
有
給
休
暇

あ
り

☆

　

【
期
間
】　

年
４
月
１
日
か

１３

ら
一
年
（
六
年
を
限
度
に
更
新

可
）【
勤
務
内
容
】一
般
事
務
、受

付
、
電
話
の
応
対
な
ど
【
募
集

人
員
】
若
干
名
【
対
象
】
区
内

在
住
の　

歳
以
上　

歳
未
満

２０

６０

（　

年
４
月
１
日
現
在
）
で
①

１３
障
害
者
（
手
帳
保
持
者
）
ま
た

は
②
障
害
者
に
理
解
の
あ
る
方

　

申
し
込
み
は
、
所
定
の
申
込

用
紙
（
ú
障
害
者
雇
用
支
援
事

業
団
に
あ
り
ま
す
）
に
記
入

（
作
文
あ
り
）
し
、
２
月　

日
１５

ま
で
に
ú
障
害
者
雇
用
支
援
事

業
団
（
〒　

‐
０
０
４
１
善
福

１６７

寺
１
―　

―　

）
へ
郵
送
（
必

１１

１１

着
）
ま
た
は
持
参
を
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
業
団

@
５
３
８
２
‐
２
０
８
１
・
�

５
３
８
２
‐
２
０
８
３
へ
。

�
和
田
障
害
者
交
流
館

事
務
局
職
員
・
事
務
補
助
員

e

FAX

��
　

区
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生

ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効
利

用
を
目
的
に
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容

器
の
購
入
費
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
は
、
生
ご

み
や
落
ち
葉
な
ど
を
、
土
の
中

の
微
生
物
の
は
た
ら
き
に
よ
り

た
い
肥
に
つ
く
り
か
え
る
も
の

で
す
。

　

助
成
額
は
、
あ
っ
せ
ん
価
格

の
半
額
で
す
が
、
一
世
帯
あ
た

り
年
度
内
に
一
個
、
三
年
度
内

に
二
個
ま
で
の
助
成
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
受
付
は
随
時
行
っ

て
い
ま
す
が
、
年
間
予
算
の
枠

内
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
度
途

中
で
締
め
切
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
同
一
年
度
内
に
、

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
と
電
気
式
生

ご
み
処
理
機
（
今
年
度
の
募
集

は
終
了
済
み
）
両
方
の
助
成
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
へ
。

�
　

不
動
産（
土
地
・
建
物
）測
量
・

文
筆
・
境
界
問
題
な
ど
に
つ
い

て
表
示
登
記
の
専
門
家
が
お
答

え
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
２
月
８
日
∫
午
後

１
時　

分
〜
４
時　

分
【
会

３０

３０

場
】
産
業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷

南
３
―
２
―　

）
１９

　

希
望
者
は
、
関
係
書
類
持
参

の
上
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
土
地
家
屋

調
査
士
会
@
３
３
０
４
‐
９
８

５
４
へ
。

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の

購
入
費
の
助
成

不
動
産
表
示
登
記

無
料
相
談
会

�
　

専
門
家
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
π
午
後

１４

１
時
〜
４
時
【
会
場
】
区
役
所

一
階
ロ
ビ
ー

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
課
審

査
調
整
係
へ
。

※
図
面
な
ど
が
あ
る
場
合
は
お

持
ち
下
さ
い
。

��
　
　

歳
以
上
の
方
（
介
護
保
険

６５
第
一
号
被
保
険
者
）
の
介
護
保

険
料
は
、　

年　

月
か
ら
徴
収

１２

１０

が
始
ま
り
ま
し
た
。
個
別
に
お

支
払
い
い
た
だ
く
方
（
普
通
徴

収
）
に
は
、
納
付
書
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
近
く
の

金
融
機
関
、
郵
便
局
、
区
役
所
、

出
張
所
で
納
め
て
く
だ
さ
い

（
毎
月
、
月
末
が
納
期
限
に
な

っ
て
い
ま
す
）。

　

個
別
に
お
支
払
い
い
た
だ
く

方
は
①　

年
４
月
以
降
に　

歳

１２

６５

に
な
っ
た
方
や
杉
並
区
に
転
入

し
た
方
②
遺
族
年
金
、
障
害
年

金
、
老
齢
福
祉
年
金
の
み
受
給

し
て
い
る
方
③
老
齢
（
退
職
）

年
金
が
月
額
一
万
五
〇
〇
〇
円

未
満
の
方
で
す
。

　

介
護
保
険
料
を
一
年
以
上
未

納
す
る
と
、
介
護
保
険
の
給
付

を
受
け
る
時
に
償
還
払
い
に
な

る
な
ど
、
給
付
が
制
限
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
の

滞
納
が
あ
る
方
は
、
そ
の
ま
ま

に
せ
ず
、
介
護
保
険
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

※
月
額
一
万
五
〇
〇
〇
円
以
上

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改

修
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会

介
護
保
険
料
の
納
付
を

お
忘
れ
な
く

の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

て
い
ま
す
（
特
別
徴
収
）
の

で
、
個
別
に
支
払
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

�
　

区
で
は
、
高
齢
者
住
宅
み
ど

り
の
里
の
ほ
か
に
も
、
高
齢
者

の
住
ま
い
の
確
保
の
た
め
、
次

の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

▽
高
齢
者
ア
パ
ー
ト
あ
っ
せ
ん

　

民
間
の
賃
貸
住
宅
を
あ
っ
せ

ん
し
ま
す
。

　

【
申
込
資
格
】　

歳
以
上
の

６５

ひ
と
り
暮
ら
し
、
ま
た
は　

歳
６５

以
上
と　

歳
以
上
の
方
の
み
で

６０

次
の
①
〜
③
の
す
べ
て
を
満
た

す
方

　

①
立
ち
退
き
を
要
求
さ
れ
て

い
た
り
、
保
安
上
危
険
な
住
宅

に
居
住
し
て
い
る
な
ど
、
住
宅

に
困
窮
し
て
い
る
方
②
区
内
に

住
所
を
有
し
て
い
る
方
③
自
炊

が
可
能
な
程
度
に
自
立
し
て
日

常
生
活
が
出
来
る
方

※
あ
っ
せ
ん
を
受
け
賃
貸
借
契

　

約
を
さ
れ
た
方
の
う
ち
、
所

　

得
が
基
準
額
以
下
の
方
に
は

　

礼
金
・
仲
介
手
数
料
相
当
の

　

助
成
が
あ
り
ま
す
。

▽
居
住
安
定
支
援
事
業
（
住
み

替
え
家
賃
助
成
）
制
度
終
了
に

つ
い
て

　

区
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
居

住
し
て
い
る
方
で
、
取
り
壊
し

に
よ
り
転
居
を
求
め
ら
れ
て
い

る
高
齢
者
・
障
害
者
・
ひ
と
り

親
家
庭
に
対
し
、
転
居
前
の
家

賃
と
転
居
後
の
家
賃
の
差
額
な

ど
を
助
成
し
て
い
る
制
度
は
、

平
成　

年
３
月　

日
を
も
っ
て

１３

３１

申
し
込
み
を
終
了
い
た
し
ま

す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
住
宅
課
へ
。

住
宅
に
お
困
り
の

高
齢
者
の
方
へ

　

す
ぎ
な
み
自
然
村
で
は
各

種
体
験
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。（
左
表
）
ま
た
、
今
回

好
評
に
つ
き
、
陶
芸
教
室
第

五
回
（
作
品
作
り
）、
田
舎
の

手
作
り
教
室
第
四
回
を
追
加

募
集
し
ま
す
。

　

事
前
に
す
ぎ
な
み
自
然
村

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
は
先
着
順
と

な
り
ま
す
の
で
、
満
員
の
際

は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
自
然

村
@
０
２
７
９
‐
６
８
‐
５

３
３
８
�
０
２
７
９
‐
６
８

‐
５
４
１
７
へ
。
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〈すぎなみ自然村各種教室〉

参加費等募集人員日　　時内　　容教室名

【参加費】１万８０００円
（宿泊費・昼食費・交
通費別料金)【対象】区
内在住・在勤・在学で
１２歳以上の方及びその
同伴者【会場】すぎな
み自然村（現地集合）

各２０名程度
若干名募集

《第３回》２月２１日π～①作品作り（２泊３日）
作品は 窖窯 で一週間かけ

あながま

て焼きます。また、 窯焚 き、
かまだき

窯出しにも参加していた
だきます。

陶芸教室

《第４回》３月７日π～

２０名程度
☆追加募集《第５回》４月１１日π～

作品作りの
参加者

５月２０日∂・２１日∑
・２２∏のいずれか１泊

②窯焚き作業（１泊２日）
　作品作りの際に希望を
取り後日調整してご連絡
します。

６月７日∫～③窯出し作業（１泊２日）

【参加費】４０００円昼食
１回分含む（宿泊費・交
通費・巣箱代別料金)【対
象】区内在住・在勤・
在学の方及びその同伴
【会場】上記と同じ

各１５名程度
若干名募集

《第３回》２月１９日∑～
自然村内及び自然村近郊
の野鳥観察（２泊３日）。　
　自然村は野鳥の宝庫で
す。特に冬場は、木の葉が
落ち観察しやすく、渡り鳥
も訪れ、野鳥を見るには絶
好の季節です。

野鳥観察会

《第４回》２月２８日π～

【参加費】４５００円（宿
泊費・交通費別料金)【対
象・会場】上記と同じ

１０名程度
若干名募集《第４回》３月２１日π～

手作りみそ、こんにゃく、
すいとん、草もち、わらじ
を作ります（２泊３日）。

田舎の
手作り教室

　所得税の確定申告は、２月１６日ª～３月１５日∫です。
＊車での来署は、ご遠慮下さい。

杉並税務署：成田東４‐１５‐８　@３３１３‐１１３１
荻窪税務署：天　沼３‐１９‐１４　@３３９２‐１１１１

確定申告はお早めに！
杉並税務署へは、南北バス「すぎ丸」で
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こ
れ
ま
で
の
考
え
を
も
と

に
、計
画
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
案
の
発
表
と
公
園
の
利
用

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
最
終
計
画
案

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
º
午
後

１０

２
時
〜
【
会
場
】
浜
田
山
会
館

（
浜
田
山
１
―　

―
３
）

３６

　

参
加
希
望
･
問
い
合
わ
せ
は

電
話
で
公
園
緑
地
課
建
設
係

へ
。

▽
計
画
案
を
展
示
し
ま
す

　

【
日
時
・
会
場
】
①
２
月　
２８

日
〜
３
月
２
日
＝
区
役
所
一
階

ロ
ビ
ー
②
３
月
６
日
〜　

日
＝

１５

塚
山
公
園
み
ど
り
の
相
談
所

（
下
高
井
戸
５
―　

―　

）

２３

１２

第
５
回（
仮
称
）杉
並
南
中
央

公
園
の
計
画
づ
く
り
を
考
え

る
区
民
の
集
い「
集
う
会
」

�
　

昨
年　

月
八
王
子
市
な
ど
の

１０

小
学
校
で
耐
用
年
数
を
過
ぎ
た

Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
蛍
光
灯
用
安
定
器

（
コ
ン
デ
ン
サ
）
が
劣
化
に
よ

り
破
裂
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
絶
縁
油
が

小
学
生
の
身
体
に
付
着
す
る
と

い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
昭
和　

年
に
製
造

４７

が
中
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭

和　

年
以
前
に
設
置
さ
れ
た
施

４８
設
用
照
明
器
具
（　

Ｗ
の
蛍
光

４０

灯
器
具
な
ど
）
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使

用
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

照
明
器
具
の
寿
命
は
使
用
環

境
に
も
よ
り
ま
す
が
、
一
般
的

に
一
〇
年
前
後
か
ら
劣
化
が
進

み
、
一
五
年
を
超
え
る
と
コ
ン

�
事
務
所
・
事
業
所
を

お
持
ち
の
方
へ

Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
照
明
器
具

の
点
検
を

e

　

「
子
ど
も
虐
待
」
と
は
、

親
な
ど
が
子
ど
も
に
対
し
身

体
的
に
危
害
を
加
え
た
り
、

適
切
な
保
護
や
養
育
を
行
わ

な
い
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
の
体
や
心
ま
で
も
傷

つ
け
て
し
ま
う
行
為
を
い
い

ま
す
。

◆
身
体
的
虐
待
＝
傷
あ
と
が

残
る
よ
う
な
暴
行
や
、
骨
折

や
生
命
が
危
う
く
な
る
よ
う

な
け
が
を
さ
せ
る
こ
と

◆
養
育
の
怠
慢
、
拒
否
（
ネ

グ
レ
ク
ト
）
＝
健
康
・
発
達

に
必
要
な
衣
食
住
の
世
話
を

せ
ず
に
放
置
す
る
こ
と

◆
性
的
虐
待
＝
性
的
な
い
た

ず
ら
や
性
行
為
を
強
要
す
る

こ
と

◆
心
理
的
虐
待
＝
ば
声
や
ひ

ど
い
言
葉
で
傷
つ
け
た
り
、

無
視
し
た
り
し
て
、
不
安
や

心
理
的
な
傷
を
あ
た
え
る
こ

と
　

次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ

い
た
ら
虐
待
が
疑
わ
れ
ま

す
。

・
た
た
く
音
や
叫
び
声
が
聞

こ
え
る
。

・
不
自
然
な
傷
が
多
い
。

・
衣
服
や
体
が
非
常
に
不
潔
。

・
小
さ
な
子
ど
も
を
置
い
て

頻
繁
に
外
出
し
て
い
る
。

　

「
虐
待
か
な
？
」
と
思
っ

た
ら
、
ま
ず
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▽
東
京
都
杉
並
児
童
相
談
所

@
５
３
７
０
‐
６
０
０
１

▽
お
近
く
の
福
祉
事
務
所
、

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
〈
ゆ
う
ラ
イ
ン
〉
@
３
３

９
３
‐
４
７
１
１

デ
ン
サ
の
破
裂
や
、
絶
縁
不
良

に
よ
る
焼
損
事
故
な
ど
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

施
設
利
用
者
の
安
全
・
健
康

の
保
持
や
環
境
汚
染
を
防
止
す

る
た
め
に
、
昭
和　

年
以
前
に

４８

設
置
さ
れ
た
照
明
器
具
を
点
検

し
、
交
換
な
ど
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
取
り
外
し
た
Ｐ
Ｃ

Ｂ
使
用
安
定
器
は
、
特
別
管
理

産
業
廃
棄
物
に
該
当
し
ま
す
の

で
、
法
律
に
基
づ
い
て
適
正
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
当
時
の
一
般
家

庭
用
照
明
器
具
に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ

は
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
都
産
業
廃

棄
物
対
策
課
@
５
３
８
８
‐
３

５
８
９
ま
た
は
区
公
害
対
策
係

へ
。

�
　

「
新
世
紀
日
ロ
の
英
知
で

 
四
島 
返
還
」、こ
れ
は
特
殊
法
人

し
ま

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
が
募

集
し
た
「
平
成　

年
度
北
方
領

１２

土
に
関
す
る
標
語
」
の
会
長
賞

（
最
優
秀
賞
）
作
品
で
す
。

　

わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る

北
方
領
土
（
歯
舞
群
島
、
色
丹

島
、
国
後
島
、
択
捉
島
）
の
返

還
運
動
は
、
五
〇
年
以
上
を
経

過
し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
返

還
は
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
運
動
に
対
す
る
一
層
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、総
務
係
へ
。

�★
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
に

レ
モ
ン
湯
の
無
料
入
浴
サ
ー
ビ

ス
　

区
内
の
各
公
衆
浴
場
で
は
、

２
月
７
日
は

 

「
北
方
領
土
の
日
」

� �

小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
を
対

象
に
無
料
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
∂
午
後

１１

４
時
〜
終
業
ま
で
【
会
場
】
区

内
の
各
公
衆
浴
場
【
問
合
せ
】

都
公
衆
浴
場
組
合
杉
並
支
部
・

石
原
@
３
３
３
４
‐
８
４
０
２

（
正
午
以
降
）

★
「
東
京
都
環
境
保
全
資
金
」

融
資
あ
っ
せ
ん
の
ご
案
内

　

都
で
は
、
環
境
へ
の
負
荷
を

軽
減
す
る
た
め
に
、
低
利
な
融

資
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
個
人
対
象

①
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
資
金
【
限
度
額
】
三
〇

〇
万
円
【
利
率
】
長
期
プ
ラ
イ

ム
レ
ー
ト
の
二
分
の
一【
期
限
】

一
〇
年
以
内

②
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
購

入
資
金
（
電
気
・
天
然
ガ
ス
・

メ
タ
ノ
ー
ル
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

自
動
車
）【
限
度
額
】
三
〇
〇
万

円
【
利
率
】
１
・
７
５
％
【
期

限
】
五
年
以
内

◇
中
小
企
業
対
象

①
自
動
車
低
公
害
化
促
進
資
金

【
限
度
額
】五
〇
〇
〇
万
円（
一

台
あ
た
り
、
一
〇
〇
〇
万
円
ま

で
）【
利
率
】
長
期
プ
ラ
イ
ム
レ

ー
ト
の
二
分
の
一
【
期
限
】
五

年
以
内
【
問
合
せ
】
都
環
境
局

環
境
改
善
部
計
画
課
@
５
３
８

８
‐
３
５
３
５

★
消
防
少
年
団
員
募
集

　
【
活
動
日
】月
一
〜
二
回
（
主

に
土
曜
・
日
曜
日
）【
活
動
内
容
】

消
火
器
の
使
い
方
、応
急
救
護
、

ロ
ー
プ
の
結
索
、
夏
期
キ
ャ
ン

プ
な
ど
【
対
象
】
区
内
在
住
の

小
学
三
年
生
〜
中
学
三
年
生

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
３
月　
１５

日
ま
で
に
各
消
防
署
警
防
課
防

災
係
（
荻
窪
＝
@
３
３
９
５
‐

０
１
１
９
／
杉
並
＝
@
３
３
９

３
‐
０
１
１
９

e区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇ユニカール親ぼく大会
　【日時】２月２５日∂午前１１時～午後５時【会場】荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）
【対象】区内在住・在勤・在学の方で小学４年生以上の方【参加費】無料（保険料
２０円必要）【申込み・問合せ】ハガキまたはファクスに個人の方は住所・氏名・電話
番号を、団体の方はチーム名と全員の氏名、連絡責任者の住所・電話番号を書いて、
２月１５日（必着）までにユニカーニバル実行委員会・高橋悦子（〒１６６‐００１３堀ノ内
３‐１‐１９@・FAX３３１３‐１９５５）へ【備考】運動できる服装と上履きをご用意ください
e区民体育祭冬季大会
◇スケート競技会
　【日時】３月１８日∂午前７時～９時４５分【会場】明治神宮外苑アイススケート場
（新宿区霞ケ丘５番地）【種目】é中学生・高校生・一般男子＝５００ｍé中学生・高
校生・一般女子＝３００ｍé小学生男子・女子＝２００ｍé４５歳以上・６０歳以上男子・３５
歳以上女子＝２００ｍé１０００ｍ選手権（中学生・高校生・一般男子の上位９名）【対象】
区内在住・在勤・在学の方（公認登録選手を除く）【参加費】無料【申込み】２月２８
日（必着）までに所定の申込用紙（各体育施設に用意してあります）で直接または
郵送で区スケート連盟・佐藤忠次（〒１６６‐００３１新宿区西落合２‐３‐９）へ【問合
せ】同連盟・佐藤@３９５２‐１３２５【備考】帽子・手袋は必ず着用のこと。スケート靴
はご持参ください（貸靴（無料）もあります）
eバウンドテニス親善大会
　【日時】３月１１日∂午前９時～午後５時（区共催）【会場】高円寺体育館（高円寺
南２‐３６‐３１）【対象】区内在住・在勤・在学で区協会に登録されているチーム（締
め切り日までに登録可・個人でも参加できます）【種目】男女別ダブルス、混合ダブ
ルスの団体戦【定員】１００名（先着順）【参加費】１人５００円（当日会場で集めます。
保険料含む）【申込み】各体育館においてある申込用紙に必要事項を書いて、２月２０
日（必着）までに郵送で区バウンドテニス協会・福間富美子（〒１６６‐０００３高円寺南
３‐３０‐７）へ【問合せ】同協会・福間@５９３２‐４６９１【備考】当日は運動のできる
服装と上履きを持参
e杉並区スキー選手権大会（城西地区親善スキー大会）
　【日時】４月１日∂（区後援）【会場】菅平高原パインピーク大松山スキー場チャ
ンピオンコース【対象】小学生以上で区内在住・在勤・在学および区スキー連盟会
員の方【参加費】３５００円【申込み・問合せ】電話かファクスで３月２日（必着）ま
でに区スキー連盟・寺田康徳@・�３３１３‐６９８７へ【備考】詳しい実施要項は出張所
と社会教育スポーツ課にあります

e陸上競技審判講習会
　【日時】３月１１日∂午前１０時～（受付開始＝午前９時３０分～・区共催）【会場】高

FAX
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井戸地域区民センター（高井戸東３‐７‐５）【対象】１８歳以上の陸上競技愛好者
【内容】①公認審判員（新３種）資格取得②有資格者の講習【参加費】①２０００円
（資料、審判手帳代）②１５００円【申込み・問合せ】当日直接会場で受け付けます。
詳細については開催要項（区立体育施設、地域区民センター、出張所にあります）
をご覧ください【問合せ】区陸上競技協会・河鍋衛@３３９２‐３１４５【備考】講習時間
は６時間程度です。各自昼食を用意してください。①ルールブック②審判ハンドブ
ック③審判手帳（有資格者）④筆記用具をお持ちください。①・②についてお持ち
でない方は当日会場で販売します
e軟式野球審判講習会
　【日時】２月２５日∂午前の部＝午前９時３０分集合、午後の部＝午後０時３０分集合（区
後援）【会場】井草中学校（上井草３‐２０‐１１）【対象】区内在住・在勤で１８歳以上
の方【参加費】無料【講師】区軟式野球連盟審判技術指導員・審判員【申込み・問
合せ】ハガキ（３面ハガキ記入例参照）で２月１７日（必着）までに同連盟・遠藤靖
彦（〒１６６‐０００１阿佐谷北２‐２６‐１志賀マンション２０２号室@３３３７‐８４８９）へ【備
考】後日会場の地図・要項を送付します
e盲人卓球講習会
　鈴の入ったピンポン玉を、音を頼りに打ち合う競技です。
　【日時】２月２５日∂午前９時～午後１時【会場】荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）
【対象】身体に障害をお持ちの方【参加費】無料【申込み】希望者は、直接会場へ
【問合せ】同体育館@３２２０‐３３８１
e弓道・アーチェリー認定講習会
　弓道場を利用するには利用者証（一定の技量を認定）が必要となります。安全に
利用していただくため、段位などをお持ちでない方は講習会に参加し、認定を受け
てください。認定を受けた方には技量に応じた利用者証を発行します。
　【日時】２月２４日º＝弓道・２５日∂＝アーチェリー／いずれも午後１時～５時
【会場】上井草スポーツセンター弓道場（上井草３‐３４‐１）【対象】弓道またはア
ーチェリーの経験のある方【定員】各３６名（先着順）【参加費】無料【申込み・問
合せ】同スポーツセンター@３３９０‐５７０７（実施日の１週間前までに電話でお申し
込みください）【備考】託児希望（３歳～就学前）の方は、電話でお申し込みくだ
さい

スポーツ�
競技大会

スポーツ教室

◆体育施設休場のお知らせ◆

休場理由休場期間電話番号施設名

内野部分重点整備のため
２月１日∫～２日ª

３３１１-７４１０
松ノ木運動場（野球場）

２月５日∑～９日ª和田堀公園野球場

※問い合わせは、各施設または杉並区スポーツ振興財団@３３１２‐２１１１（区代表）へ。

子
ど
も
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声
に
耳
を
す
ま
せ
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子
ど
も
虐
待
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発
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と
防
止
の
た
め
に

その１
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杉
並
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
仕
事
と
育

児
を
両
立
す
る
た
め
に
「
子
育

て
の
手
助
け
を
し
て
欲
し
い
方

（
利
用
会
員
）」
と
「
子
育
て
の

手
助
け
が
で
き
る
方
（
協
力
会

員
）」
が
、
地
域
の
中
で
子
育
て

の
相
互
援
助
を
行
う
会
員
制
の

組
織
で
す
。

◇
相
互
援
助
活
動
の
内
容
は
？

　

A
保
育
施
設
な
ど
の
保
育
開

始
前
や
保
育
終
了
後
に
子
ど
も

を
預
か
る
、
B
保
育
施
設
な
ど

ま
で
の
子
ど
も
の
送
迎
、
C
学

童
保
育
終
了
後
ま
た
は
放
課
後

に
子
ど
も
を
預
か
る
、
な
ど
で

す
。

◇
相
互
援
助
活
動
が
始
ま
る
ま

でA
説
明
会

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
、
関

心
の
あ
る
方
は
、
説
明
会
へ
ご

出
席
く
だ
さ
い
。
日
程
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

B
面
談
・
登
録

　

利
用
会
員
は
、
区
内
在
住
・

在
勤
の
方
で
お
お
む
ね　

歳
ま

１０

で
の
子
ど
も
を
持
つ
方
。
協
力

会
員
は
、　

歳
以
上
で
心
身
と

２０

も
に
健
康
で
子
育
て
に
意
欲
の

あ
る
方
。

　

と
も
に
事
務
局
で
面
談
を
行

い
、
会
員
登
録
し
ま
す
。

C
紹
介

　

利
用
会
員
は
、
援
助
が
必
要

に
な
っ
た
ら
事
務
局
に
連
絡
し

ま
す
。
事
務
局
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
が
条
件
を
調
整
し
な
が
ら
協

力
会
員
を
探
し
、
利
用
会
員
に

紹
介
し
ま
す
。

D
事
前
打
ち
合
わ
せ

　

利
用
会
員
と
子
ど
も
、
協
力

会
員
の
三
者
は
、
事
前
に
面
談

し
て
十
分
な
打
ち
合
わ
せ
を
し

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
会
う
こ
と

で
、
会
員
相
互
の
考
え
や
、
子

ど
も
の
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。

E
利
用
開
始

　

利
用
会
員
に
よ
る
事
務
局
へ

の
依
頼
電
話
で
サ
ポ
ー
ト
活
動

が
始
ま
り
ま
す
。
利
用
料
は
平

日
の
午
前
６
時
か
ら
午
後　

時
１０

ま
で
が
一
時
間
あ
た
り
八
〇
〇

円
、
土
・
日
曜
・
祝
日
・
年
末

年
始
は
一
時
間
あ
た
り
一
〇
〇

〇
円
で
す
。

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
事
務
局
@
５
３
０
６
‐
７
１

７
７
へ
。

〈ファミリー・サポート・センター説明会〉
会　　場開催日

社会福祉会館
 （阿佐谷南１‐１６‐７）

２月６日∏

　   ２３日ª

３月７日π

産業商工会館
 （阿佐谷南３‐２‐１９）　   １０日º

※時間はいずれも午前１０時～正午。

◆３月の無料がん検診◆
申し込み方法対象実施日時会場・定員

希望日の２週間前の火曜日
までにハガキで杉並区医師
会胃がん検診担当（〒１６６‐
０００４阿佐谷南３‐４８‐８@
３３９２‐４１１４)へ。問い合わせは、
健康推進課@３３９１‐１０１５へ

３５歳
以上の
区民

３月の毎週木・
金・土曜日
午前９時

～午前中

保健医療センター
(荻窪５‐２０‐１）
定員＝５０名

胃
が
ん
検
診

２月１３日までにハガキで杉
並保健所健康推進課都がん
担当（〒１６７‐００５１荻窪５‐
２０‐１@３３９１‐１０１５)へ。

３０歳
以上の
区民

３月２日ª

午前９時～１０時
東京都がん
 検診センター
(千代田区神田駿河台
２‐５）
定員＝３０～３５名

子
宮
が
ん
検
診

　　１５日∫

午後１時～２時
　　１９日∑

午前１０時～１１時
　　２１日π

午前９時～１０時
注１．次の①～④に該当する方は、胃がん検診のお申し込みはご遠慮ください。①胃の
手術を受けたことのある方②現在、胃および十二指腸の疾病治療中または経過観察中の
方③妊娠中の方（または妊娠の可能性のある方）④おおむね１年以内に区実施の胃がん
検診を受けた方　２．ハガキ（１人１検診につき１枚）には３月の胃または子宮がん検
診と明記し、住所・氏名（フリガナ）・生年月日・年齢（平成１３年３月３１日現在）・性
別・電話番号・受診希望日を書いてください。申込締切日は必着。※保健センターで行
っていた検診車による胃がん検診は、東京都がん健診センターが検診車を廃止したこと
に伴い、実施できなくなりました。保健医療センターでの胃がん検診をご利用ください。

杉
並
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

活
動
開
始
一
周
年
を
迎
え
ま
す

杉並「まち」デザイン賞第７回
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☆五日市街道の生垣（西荻南１‐３）
３０ｍ以上も続くツゲの生垣。
高さや形状など、一本一本のツゲの特徴を
生かすように刈り込みがされ、
通りを行く人の心を和ませてくれます。

☆南荻窪の住宅（南荻窪３‐３）
昭和初期に建てられた住宅。
丸窓・ステンドグラス・暖炉の煙突など、
建築当時の意匠を大切に維持し、
昔のまちの面影を伝えています。

☆善福寺の住宅（善福寺１‐１１）
白い壁とプミラに覆われた玄関が印象的な住宅。
玄関先には、低木や季節の鉢物を飾り、
壁面緑化とともにみどりの玄関を
演出しています。

【福祉】é杉並区商店会連合会ゴルフ部＝
８４，５００円é阿佐ケ谷さくら会＝２０，７４０円é杉
並税務懇話会チャリティーバザー実行委員会
＝３７２，６４６円éすぎなみ青い鳥＝５３８，１１２円é
東京朝鮮第九初級学校アボジ会・オモニ会＝
２０，０００円é東京小売酒販組合荻窪支部＝
１５０，０００円é東京小売酒販組合杉並支部＝
１００，０００円éえぷろんの会＝１２５，２７８円é杉並
米穀小売商組合連合会＝２００，０００円é荻窪川
南共栄会＝２１，３００円【三宅島義援金】é阿佐
谷景観整備協議会é明和クラブé久我山東自
治会婦人部

１１月～１２月のご寄付

��������	
�

（敬称略・順不同）

土曜・日曜・祝日などに急病のときはまずお電
話でご相談ください（平日夜間の小児科の急病
診療は休止しました）。

 東 京 都 健 康 情 報 ひ ま わ り @５２７２‐０３０３
東京消防庁災害救急情報センター @３２１２‐２３２３（ ）２４時間

受付

休日などの急病診療など

●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

@3391－5539調 剤 薬 局ê

●日曜・祝日…午前９時～午後４時
@3398－5666歯 科ê

●土　　　曜…午後１時～午後９時３０分
●日曜・祝日…午前９時～午後９時３０分

ê外 科
内科・小児科

耳鼻咽喉科
@3391－1599

☆松庵の民家（松庵２‐２）

昭和初期に建てられた出し 桁 造りの建物。
けた

引き戸・格子・戸袋など、
建築当時のまま残っているのは珍しく、
まちなみに年月の深みを与えています。

☆井の頭線の緑化（高井戸西１‐３６ほか）
京王電鉄では、 法 面保護のため、１０年程前から

のり

「グリーン作戦」を計画し植栽に努めています。
線路両側に咲く花は、乗客・地域の人々に
うるおいとやすらぎをもたらせてくれます。


